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病院棟 研究棟

屋上 災害用ヘリポート

12F 特別個室病棟・緩和治療病棟（PCU）

6〜11F 一般病棟

5F 一般病棟・外来治療センター（ATC）・売店・美容室・屋上庭園 実験動物施設・機械室・電機室

4F 経営本部・医局・職員食堂・中央材料室・健診センター 図書室・がん研究所・
がん化学療法センター

3F 手術室・集中治療室（ICU）・病理部・細胞診断部・輸血部・
遺伝子診断部・医局・健診センター

がん研究所・
がんプレシジョン医療研究センター・
NEXT-Ganken プログラム

2F
外来・トータルケアセンター・内視鏡室・リハビリテーション室・
画像診断部・IVR 室・超音波検査室・生理検査室・採尿室・
予約カウンター

管理諸室・がん研究所

1F 外来・救急外来・初診 / 再診受付・会計窓口・薬局窓口・検体検査室・
採血採尿室・医事部・レストラン・カフェ・コンビニエンスストア

吉田富三記念講堂・共用会議室・
セミナー室・学会事務局・
UICC 日本委員会事務局・管理事務室

B1F 放射線治療部・核医学部・薬剤部・SPD・厨房・剖検室・霊安室

B2F 来訪者用駐車場・備蓄倉庫・RI 排水処理設備

2026.7

有明セントラルタワー サテライトラボ（NEXT-Ganken プログラム、がん研究所、がんプレシジョン医療研究センター）・経営本部

有明テニスの森駅

国際展示場駅国際展示場駅
有明ガーデン

りんかい線

ゆりかもめ
東京ビッグサイト駅

東京ベイ有明ワシントンホテル

有明セントラルタワー

東京ビッグサイト

首都高速湾岸線

有明駅

がん研究会
ダブルツリー

byヒルトン東京有明

■ りんかい線「国際展示場駅」より徒歩約 4 分
■ ゆりかもめ「有明駅」より徒歩約 2 分
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〒 135-8550 東京都江東区有明 3-8-31　
TEL 03-3520-0111（大代表） がん研究会ホームページ

がん研究会概要
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NEXT-Ganken プログラム

NEXT-Ganken プログラム
プログラムディレクター

上野 貴之
うえの　たかゆき

NEXT-Ganken プログラム
副プログラムディレクター

丸山 玲緒
まるやま　れお

NEXT-Ganken プ ロ グ ラ ム は、「10 年 後 の が ん 医 療

のあるべき姿を見据え、5 年後にがん研が取り組むべき

研究テーマを先取りして挑戦する」というコンセプトの

もと、2020 年 4 月にスタートしました。研究系と有明

病院との緊密な連携を通じて、これまで多くの患者さん

から貴重な検体を提供いただき、生細胞バンキングやオ

ルガノイド株の樹立などの研究リソースを蓄積し、シン

グルセル解析などの最先端技術の導入による研究基盤の

整備を行ってきました。さらに、この研究基盤を活用して、

2023 年 1 月からは NEXT-Ganken Plus 事業をスター

トし、分子レベルから大規模コホートレベルまでの転移

再発乳がんの病態解明に特化した 5 つの研究テーマを推

進しています。これからも、『基礎と臨床の融合』および

『実験生物学と情報科学の融合』をベースにしたリバース

TR のアプローチを通じて、ヒトがんの病態解明への挑戦

を続けるとともに、次世代のがん研究を担う若手の人材

を育成していきます。

1. がん細胞多様性解明プロジェクト
がんにおける細胞レベルの多様性を生み出す分子機
構に関する研究

2. がん細胞社会成因解明プロジェクト
がん組織における細胞間相互作用の分子機構とその
機能的意義に関する研究

3. 個体がん共生システム解明プロジェクト
がんの個体内環境への適応システムに関する研究

4. コア解析基盤プロジェクト
がんの単一細胞オミックス解析とオルガノイドの安
定的樹立に関わる研究

5. 先進バイオ技術開発プロジェクト
がん患者由来試料を対象とした先進バイオ解析技術
の開発に関わる研究

NEXT-Ganken プログラムを構成する
各プロジェクトの研究内容

NEXT-Gankenプログラム

未来のために今できる
新たな研究への挑戦

左から上野貴之、丸山玲緒

がん研究所 がん研
有明病院

ヒトがんの理解を劇的に
深化させる知見

人材提供
技術提供

人材提供

再発・転移
がん試料の
採取・提供

国内の
研究機関

コア解析基盤プロジェクト

単一細胞オミックス解析
オルガノイド作製

プロジェクト1
ヒトがん細胞の
個性解明

プロジェクト2
がん細胞社会の
成因解明

プロジェクト3
ヒト個体がん
システムの理解

　

先進バイオ技術開発プロジェクト
人材提供と革新的解析技術の導入

解析情報の提供

がんプレシジョン医療研究センター
分子免疫研究部 部長

熊谷 尚悟
くまがい しょうご

がん研究所
情報医科学プロジェクト プロジェクトリーダー

鎌谷 高志
かまたに たかし

2026 年 1 月、がんプレシジョン医療研究センターに

分子免疫研究部を新しく立ち上げました。これまで私は、

がん細胞に起こる遺伝子の変化と、体を守る免疫の働きの

関係を明らかにする研究を行ってきました。本来、免疫は

体の中の異常な細胞を見つけて攻撃する役割を持っていま

す。しかし、がん細胞はさまざまな方法でこのしくみから

逃れ、成長していきます。特に私は、腫瘍のかたまりの中

にある特別な環境の中で、免疫の働きを弱めてしまう細胞

（制御性 T 細胞など）が、どのようにがんに対する免疫の

働きを弱めてしまうのかを調べてきました。さらに、がん

と免疫がお互いに影響しながら変化していく「免疫ゲノム

進化」という新しい考え方も提案しています。

本研究部では、患者さんから提供された腫瘍の組織や血

液を詳しく調べる研究と、遺伝子を変えた動物を使った実

験を組み合わせて、免疫治療が効くかどうかを決めるしく

みに迫ります。そして、その結果をもとに新しい治療法の

開発につなげ、一人ひとりの患者さんに合った治療（個別

化医療）の実現を目指します。基礎研究と実際の治療をつ

なぐ研究拠点として、がん免疫医療の発展に貢献していき

たいと考えています。

がんは、正常な細胞が遺伝子の変化を積み重ねて発生し、

増殖や転移、治療への抵抗性の獲得を通じて刻々と「進化」

していく複雑な疾患です。近年、この複雑ながん組織を細

胞１つひとつのレベルで詳細に調べる「シングルセル解析」

や、組織内の位置情報を保ったまま解析する「空間オミッ

クス解析」といった最新技術が急速に進歩し、膨大なデー

タが得られるようになりました。

私はこれまで、データサイエンスと AI を駆使し、がん

が発生・進化し、治療を逃れて再発するメカニズムの解

明に取り組んでまいりました。本部門では、これら最新の

測定技術から得られる多次元のビッグデータに、深層学習

などの高度な数理・AI モデルを適用します。これにより、

がん細胞が周囲の微小環境とどのように相互作用しながら

発生・進化していくのか、その複雑なネットワークの全体

像を詳細に解き明かします。

情報科学の力を最大限に活用してがんの本質に迫るとと

もに、データ解析から得られた新たな知見をいち早く臨床

現場へ還元し、画期的な診断法や治療法の開発に繋げるこ

とを目指します。一日も早く患者さん一人ひとりにベスト

な医療を届けられるよう邁進してまいります。

がんはどうやって免疫から
逃げるのか？新しい治療への挑戦

AI・数理と最新オミックス解析で
得られた知見を、
いち早く臨床現場へ還元
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経営本部

河本 上総
 かわもと　かずさ

常務理事
経営本部 本部長

がん研究会の研究・医療活動の基盤とも言える共通的機能を支える部門
が経営本部です。
具体的には、総務、人事、企画、社会連携、IT 推進、医事、研究推進支援、

健診センター運営などの部署に分かれ、その活動を通じて研究・医療活動
を直接的、間接的に支援しています。（下図参照）
経営本部は、これらの仕事を通じて、すべての職員がモチベーションを高

く保ち、当会で働くことに満足感を持ち続けられるようにより良い研究・治
療環境を整えること、それらを通じて今日のそして明日の患者さんに快適な
医療を提供することが自分たちの使命であると考えています。その信念にも
とづいて、経営本部の職員も、がん研が行うさまざまな活動に積極的・能動
的・主体的に参加していま
す。（右頁参照）
今後も経営本部は、がん

研の一員として、患者さんや
職員の満足度を高め、社会と
連携を深めながら、がん研
究・医療の発展の一助とな
るように努めてまいります。

社会連携

研究 治療

患者さんとご家族を支え、
共に生きる社会のために

明日の
患者さんのために

今日の
患者さんのために

がん研究会

患者さんと家族をトータルに支える

経営本部組織図
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経営本部

病院棟 5階には屋上庭園があります。2018 年にクラウドファン
ディングによるご支援で整備されたこの庭園は、入院患者さんがリ
ハビリをしたり、休憩したりする憩いの場として機能しています。
季節ごとに咲くお花と緑が気持ちをリフレッシュさせてくれます。
※入院中の患者さんのみご利用が可能です。

5階屋上庭園のご紹介

研究本部 納涼会

がんけんひろば

2025年7月 2025年10月

がんサバイバーの笑顔展 UICCワールドキャンサーデー

トータルケアセンター移転・集約

2026年1月

入職式

がん患者さんが歌う第九チャリティーコンサート2026

第25回比較腫瘍学
常陸宮賞授賞式

2026年4月

2025年7月

2026年2月

2026年4月
2026年5月

2025年10月

2026年3月

外来治療センターリニューアルオープン
“がん”を知る！
サマーセミナーinがん研
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資料

■患者数（2025 年度）

■手術件数の推移

■診療科別手術件数 (2025 年度 ) ■原発巣別放射線治療患者数（2025 年度）

■病理診断件数（2025年度） ■細胞診検査件数（2025年度）

■内視鏡検査・治療件数（2025年度）

■検査件数（2025年度）

■がん登録件数（全体）の推移

■外国人患者数の推移

■学術論文数の推移

■放射線治療件数（2025年度） ■新規治験契約件数（2025 年度）

■ 5大がん登録件数（2024 年）

※年度表示は、年度（４月～３月）のデータ、年表示は、年（1月～ 12月）データです

※歯科患者除く

合計4,288 件

■病床数（2026 年4月1日現在）
一般病床

609 床 10 床 25 床 644 床

ICU 緩和病床 合計

※セカンドオピニオン・リンパ腫除く

外来患者数

初来患者数 セカンド
オピニオン 延患者数 １日平均

患者数
外来化学

療法患者数

8,699 人 3,014 人 420,571 人 1,738 人 39,236 人

入院患者

新入院患者 延患者数
平均在院日数

一般病床 緩和病床

18,611 人 205,585 人 10.8 日 21.3 日

年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度

件数 8,358 件 8,515 件 8,503 件 8,555 件 8,594 件

全体 うち迅速

28,480 件 3,677 件

全体 うち迅速

31,299 件 2,670 件

検査 治療

上部 下部 上部 下部

8,138 件 4,010 件 1,210 件 2,700 件

外来 入院

21,701 件 10,406 件

区分 件数

FIH 18 件
第Ⅰ相試験 9 件
第Ⅱ相試験 18 件
第Ⅲ相試験 53 件
第Ⅰ / Ⅱ相試験 24 件
第Ⅱ / Ⅲ相試験 9 件
その他 1 件
合計 132 件

超音波検査 画像診断件数 核医学検査

36,487 件
CT 検査 MRI 検査 その他 PET-CT

（PET含む） その他

56,126 件 14,611 件 104,451 件※ 5,818 件 2,437 件

年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度

全体 758 人 822 人 996 人 1,183 人 1,311 人 1,421 人

要言語補助者 379 人 353 人 465 人 637 人 665 人 717 人

訪日 109 人 96 人 133 人 239 人 275 人 317 人

年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度

病院本部
学術論文（英文） 468 件 534 件 516 件 541 件 493 件 549 件

学術論文（和文） 322 件 305 件 326 件 314 件 259 件 247 件

研究本部
学術論文（英文） 122 件 155 件 134 件 133 件 149 件 121 件

学術論文（和文） 36 件 45 件 37 件 36 件 24 件 25 件

合計 948 件 1,039 件 1,013 件 1,024 件 925 件 942 件

（件）
10,000

9,000

8,000

7,000

6,000
（年）2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

8,866

9,016

8,698

7,586

8,396 8,436

9,099

※一般撮影及び乳房撮影等

診療科 件数

呼吸器外科 587 件

食道外科 142 件

胃外科 396 件

大腸外科 971 件

肝・胆・膵外科 548 件

乳腺外科 1,317 件

婦人科 1,215 件

頭頸科 602 件

脳腫瘍外科 54 件

整形外科 689 件

泌尿器科 932 件

皮膚腫瘍科 240 件

形成外科 629 件

眼科 176 件

その他 96 件

原発巣 人数

脳・脊髄 7 人

頭頸部（甲状腺を含む） 179 人

食道 85 人

肺・気管・縦隔 263 人

乳腺 546 人

肝・胆・膵 69 人

胃・小腸・結腸・直腸 230 人

婦人科 151 人

泌尿器系 219 人

造血器リンパ系 62 人

皮膚・骨・軟部 124 人

その他（悪性） 20 人

良性 0 人

胃がん（C16）
879件

乳房（C50）
1,471件

結腸−直腸
（C18−20）
1,209件肺（C34）

605件肝（C22）
124件
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■理事・監事 ■評議員 五十音順
（2026 年 6 月 30 日現在）

■ 2025 年度 正味財産増減計算書

■寄付金の使途

■ 2025 年度 補助金 （単位：百万円）（単位：百万円）

■ 2025 年度 寄付金収入

＜経常増減の部＞

科目 2024 年度 増減

＜経常外増減の部＞

当期 正味財産増減額
※端数処理のため、合計額が合わないことがあります。

経常収益

経常費用

評価損益等　計

当期経常外増減額

基本財産運用益

事業収益

受取補助金等

受取負担金

受取寄付金

雑収益

4

53,433

620

24

640

469

55,190

54,083

1,049

55,132

▲ 1

57

▲ 19

38

1

6

342

0

73

15

437

300

▲ 29

271

23

190

▲ 66

123

事業費

管理費

当期経常増減額

合計

合計

法人：685件／441,431,555円　個人：5,807件／271,395,560円

合計712,827,115円

2025年度 寄付実績内訳

がん研究会寄付金
536,294,615円

法人
312,489,055円

（637件）

チャリティー寄付金
3,040,000円

個人
223,805,560円

（5,540件）

法人
127,742,500円

（46件）

個人
45,750,000円

（248件）

個人
1,840,000円

（19件）

法人
1,200,000円

（2件）

使用目的指定寄付金
173,492,500円

2025 年度

5

53,439

962

24

713

484

55,626

54,383

1,020

55,402

22

246

▲ 85

161

種別 金額

科学研究費補助金
（特定奨励費）

287

補助団体 127

（公財）日本財団 88

（公財）JKA 15

（公財）車両競技
公益資金記念財団

24

補助金 合計 414

代表理事

浅野 敏雄 （公財）がん研究会　理事長

大津 敦
（公財）がん研究会　常務理事 ･ 研究本部
本部長･がんプレシジョン医療研究センター
所長

業務執行理事

河本 上総 （公財）がん研究会　常務理事 ･
経営本部本部長

渡邊 雅之 （公財）がん研究会　病院本部本部長 ･
有明病院病院長

理事（非常勤）

石岡 千加史 ＪＲ仙台病院　院長

市川 秀夫 昭和電工（株）（現（株）レゾナック・ホールディングス）

元社長・会長

伊藤 かつら 前 人事院人事官

伊東 信一郎 ANA ホールディングス（株）　特別顧問

内田 幸雄 ENEOS ホールディングス（株）　名誉顧問

柿木 厚司 JFE ホールディングス（株）　特別顧問

加藤 治彦 四季株式会社（劇団四季）　取締役

國土 典宏 国立健康危機管理研究機構（JIHS）　理事長

齊藤 光江 順天堂大学医学部乳腺腫瘍学講座　特任教授

高岡 英則 三菱金曜会　事務局長

長澤 仁志 日本郵船株式会社　取締役会長

広瀬 道明 東京ガス（株）　相談役

松田 美紀子 元慶應義塾大学病院　事務局長・看護部長

宮園 浩平 東京大学医学系研究科　特別栄誉教授

監事

奧山 弘幸 奧山弘幸公認会計士事務所　所長

佐貫 葉子 NS 総合法律事務所　所長

竹内 豊 元新日鐵住金（株）　常任監査役

増井 喜一郎 元（公財）日本証券経済研究所　理事長

評議員会 会長

岩本 敏男 IT 未来研究所合同会社　ＣＥＯ所長

評議員

秋池 玲子 ボストンコンサルティンググループ　
日本共同代表

秋山 徹 東京大学名誉教授

飯野 奈津子 医療福祉ジャーナリスト

石井 敬太 伊藤忠商事（株）　代表取締役社長ＣＯＯ

市川 晃 住友林業（株）　代表取締役会長

井上 和幸 清水建設（株）　代表取締役会長

大田 弘子 国立大学法人政策研究大学大学院　学長

翁 百合 一橋大学大学院　特任教授

加々美 光子 加々美法律事務所　弁護士

國部 毅 （株）三井住友フィナンシャルグループ　
名誉顧問

栗原 美津枝 （株）日本政策投資銀行　
シニアエグゼクティブフェロー

小林 いずみ オムロン株式会社　社外取締役

小林 敬一 古河電気工業（株）　
エグゼクティブ・アンバサダー

島村 琢哉 ＡＧＣ（株）　特別フェロー

隅 修三 東京海上日動火災保険（株）　相談役

清木 元治 東京大学医科学研究所　名誉教授

中鉢 良治 東京情報デザイン専門職大学　学長

土岐 祐一郎 大阪急性期・総合医療センター　病院長

十倉 雅和 住友化学（株）　相談役

野田 由美子 ヴェオリアジャパン（同）　取締役会長

坂東 眞理子 昭和女子大学　総長

東原 敏昭 （株）日立製作所　取締役会長　
代表執行役

日比野 隆司 日本証券業協会　会長

吉川 元偉 元国連大使

低侵襲手術のための内視鏡システムの更新

超微量分子量分布測定装置の導入

放射線治療計画ソフトウェアの追加導入


